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こんにちは。歯科衛生士の大平です。

日野本町歯科医院に勤務して２年が経ち、もうすぐ３年目になります。

皆さんは食事をする際、よく噛んで食べていますか？

実は、噛まない習慣が身につくと虫歯を防ぐ唾液の分泌が減ってしま

います。

また、毎日よく噛んで、味覚を感じ取ることは脳に刺激を与えますし、

虫歯や認知症の予防につながります。

毎日よく噛んで食事をする為には、しっかり噛むことが出来るお口を

維持することが必要になります。

今ある歯を大切に使えるように、いつまでも健康で美味しく食べられ

るように、歯科衛生士としてお手伝いさせて頂きたいと思います。

日野本町歯科医院 歯科衛生士 大平 更紗
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中央本線日野駅（1分）

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝

10:00～13:00 ○ ○ 訪のみ ○ ○ ○ 休 ○

14:30～20:00 ○ ○ 訪のみ ○ ○ ~19:00 休 ○

（夏期・年末年始は除く）

http://www.hino-honmachi-dental-clinic.jp

新しい年を迎えました。皆様いかがお過ごしでしょうか。

おせちやお雑煮などたくさん食べましたか？

食欲があるのはとても良いことです。いつまでも美味しいものを好きなだけ食べたいもので

すよね。

そのために歯の健康はとても大切です。体の健康のためにもお口の中をいつも良い状態に

保つように心掛けてみてはいかがでしょうか。

歯科医院での定期的なチェックやクリーニングはとても良いと思います。

虫歯の早期発見、早期治療が出来ますし、クリーニングで隅々までスッキリさっぱりしますよ。

新しい年の初めに歯の定期健診を受けてみるのもいいかもしれませんね。

日野本町歯科医院

火曜日、水曜日、金曜日
9時～17時（要相談）



医療法人芳志会 特別顧問 東京医科歯科大学名誉教授 深山治久

この２年ほどで、新型コロナウィルス感染症により私

たちの生活は大きく変わりました。感染拡大を防ぐため

に３密（密閉、密集、密接）を避けたり、ワクチンを接

種したりしていますが、経済への影響も計り知れないも

のがあります。以前の生活には戻れないとの厳しい見方

があります。その対策の中には医療機関の受診は出来る

だけ避けるとなっているので、歯科受診も中断したほう

が良いと思われるかもしれません。

一方、当歯科医院を含む歯科診療所は今回だけでなく、それ以前から対策を十分にとっ

てきました。例えば、歯科医師や歯科衛生士は使い切り（ディスポ、使い捨て）のグロー

ブ（手袋）を患者さん毎、場合によっては処置ごとに取り替えています。先生が、繰り返

し手指をアルコール消毒するのをご覧になったかもしれません。また、処置に使うほとん

どの器具は前以て滅菌処理が行われています。なお、滅菌とはウィルスを含む全ての菌を

除くことで、除菌、抗菌、消毒よりもさらに厳密な方法です。加えて、診療室全体を換気

したり、待合室の患者さん同士の距離を取ったり、さらにソファや治療椅子を使用前後に

アルコールで拭き取ったりするなど気を配り、感染対策は十分といえます。

歯科の受診を中断して、治せる歯、治せる歯肉を悪くしてしまうのは避けたいものです。

当院は上記の感染対策を以前から続けていますので、安心して受診し、口の健康を守って

下さい。

歯科医師：本間泰明

歯科往診において、奥歯が抜けたままの方を見かける事があります。
奥歯を失う事によって、どのような不具合が出てくるのでしょうか？

① 噛みにくくなる
食べ物を噛み砕く能率が落ちてきてしまいます。その結果、食べられる物の種類が
減ってきてしまい、低栄養にもつながります。
② ふんばりが効きにくくなり、転びやすくなる
上下の奥歯が噛み合う事で、ふんばったり、力を込める事が出来ます。上下で噛み
合う場所が少なくなるほど、とっさのふんばりが効きづらく、転倒の危険性も増え
てしまいます。
③ 歯が動いて（移動して）くる
歯は噛み合う相手や、接する相手を求めて、延びたり、斜めに倒れ込んできます。
その結果、嚙みあわせがさらに悪くなってきてしまいます。入れ歯や、差し歯を入
れるスペースが少なくなってしまい、その後の治療にも悪影響を及ぼします。

歯を失わないためには、日頃の歯磨き、口腔ケア、定期的なメンテナンスが重要になっ
てきます。万が一、虫歯や歯周病で歯を失ってしまった場合は、早期発見・早期治療が
大切です。なるべく早めにご相談ください。

『コロナ』が流行っていても歯医者に行けるのか
― 新型コロナウィルス感染症と歯科医院 ―

奥歯を失う事によって起きる不具合

深呼吸

鼻からいっぱい空気を吸って
口をすぼめて全部を吐き出す。全3セット行う。

飲み込み訓練

鼻から吸って止めて、ゴックン。
口から吐き出す。全3セット行う。

首運動

右、左と後ろを振り返る。そして右、左に倒す。
それぞれ3回行う。

肩上げ

「イチ，ニー」と声を
出しながら肩上げを
実施。全10回行う。

口を大きく開けて
10秒間保持する。
朝夕5セット行う。

口の開閉 口唇突出

しっかりと口をとがらせて噛んで横いっぱい
に引く。全5セットを行う。

パタカラ体操

唇をしっ
かりと閉
めて発音
します。

舌を上あ
ごにしっ
かりと
くっつけ
ることで
発音しま
す。

のどの奥に
力を入れて、
のどを閉め
ることで
発音します。

舌をまる
め、舌先
を上の前
歯の裏に
つけて発
音します。
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パ タ カ ラ

定期的にお口の検診するのはもちろんのことですが、それだけでは
お口の健康を保つことができません。お口の健康を保つためには、

定期的な口腔体操を行っていく必要があります。

下記、施設・ご自宅でできる口腔体操をご紹介いたします！


